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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は、令和２年２月４日付「当社元子会社における不適切な取引行為判明による社内調査委員会設置に関するお知

らせ」にてお知らせしました通り、当社の元連結子会社であるロジコムリアルエステート株式会社（現株式会社ＬＣリ

アルマネジメント（以下「LRE」といいます。）において、不適切な取引行為等が行われていた疑義が生じたため、当

社と利害関係を有しない外部の専門家を主要メンバーとする社内調査委員会を令和２年２月５日に設置し、同日より、

事実関係の調査及び会計処理の適正性の検討を行うとともに、原因の究明及び類似事象の有無の検証を行ってまいりま

した。

　その結果、令和２年４月22日に受領した同調査委員会報告書によると、LREにおいて、役務の提供や対象物の引渡し

事実がない売上高及び売上原価を計上していた事実、並びに回収可能性のない前渡金等が資産計上されていた事実が認

められました。また、収用に伴う会計処理と、資産除去債務の算定にあたっての誤りが認められました。

　これらの事実に基づく訂正により、平成28年８月12日に提出いたしました第25期第１四半期（自　平成28年４月１

日　至　平成28年６月30日）四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するた

め、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、赤坂有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その四

半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

１　主要な経営指標等の推移

 

第２　事業の状況

 

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 

第４　経理の状況

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第１四半期連結
累計期間

第25期
第１四半期連結
累計期間

第24期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 1,660,803 1,676,975 6,561,164

経常損失(△) （千円） △135,730 △50,953 △706,198

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失(△)

（千円） △56,250 △237,015 1,020,546

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 22,389 △372,423 1,003,684

純資産額 （千円） 3,092,082 4,433,432 4,833,556

総資産額 （千円） 21,668,344 25,200,012 27,387,115

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額(△)

（円） △23.76 △85.26 426.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 14.9 18.2 18.2

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また第25期第１

四半期連結累計期間が１株当たり四半期純損失のため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動は、以下のとおりであります。

（ロジコムリアルエステート株式会社）

当第１四半期連結会計期間において、売却したため、連結の範囲から除外しております。

　この結果、平成28年６月30日現在では、当社グループは、当社、子会社15社及び関連会社３社により構成されるこ

ととなりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の向上や雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回

復がみられたものの、英国のEU離脱問題などによる為替や株価の不安定さが懸念され、先行きへの警戒感が高まっ

ております。

　当社グループの連結業績は、安定した空床率の改善傾向にありますが、関係会社株式売却損や法人税等の増加等

により、売上高1,676,975千円(前年同四半期比1.0％増収)、営業利益59,043千円（前年同四半期比45.6％減益)、

経常損失は50,953千円（前年同四半期も経常損失135,730千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は237,015千

円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失56,250千円)となりました。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　流動資産は前連結会計年度末に比べて146.8％増加し、15,232,988千円となりました。これは販売用不動産

10,670,232千円の増加があったこと等によります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べて53.0％減少し、9,967,024千円となりました。これは建物及び構築物

4,475,880千円、土地5,957,695千円の減少があったこと等によります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて8.0％減少し、25,200,012千円となりました。

（負債）

　流動負債は前連結会計年度末に比べて6.8％減少し、3,690,325千円となりました。これは短期借入金371,998千

円の増加があった一方、１年内返済予定の長期借入金396,990千円が減少したこと等によります。

　固定負債は前連結会計年度末に比べて8.2％減少し、17,076,254千円となりました。これは長期借入金643,776千

円、長期預り敷金保証金551,850千円の減少があったこと等によります。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて7.9％減少し、20,766,579千円となりました。

（純資産）

　純資産合計は前連結会計年度末に比べて8.3％減少し、4,433,432千円となりました。これは利益剰余金264,815

千円の減少があったこと等によります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更は

ありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,690,000

計 5,690,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 2,780,200 2,780,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(グロース)

単元株式数100株

計 2,780,200 2,780,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 2,780,200 － 1,199,298 － 1,162,238

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期連結会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成28年３月31日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　2,779,700 27,797 －

単元未満株式 普通株式　　　　300 － －

発行済株式総数 2,780,200 － －

総株主の議決権 － 27,797 －

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合

（％）

株式会社ロジコム
東京都東大和市立野

二丁目１番地３
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、赤坂有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表については、赤坂有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

グローム・ホールディングス株式会社(E04034)

訂正四半期報告書

 7/16



１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,437,418 2,852,238

受取手形及び売掛金 146,626 165,286

営業貸付金 745,624 964,411

販売用不動産 - 10,670,232

原材料及び貯蔵品 416 384

繰延税金資産 69,224 90,299

その他 788,434 495,144

貸倒引当金 △15,708 △5,009

流動資産合計 6,172,037 15,232,988

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,582,894 3,107,013

機械装置及び運搬具（純額） 40,189 3,366

土地 7,899,071 1,941,376

リース資産（純額） 364,338 4,102

建設仮勘定 38,314 5,847

その他（純額） 29,125 26,087

有形固定資産合計 15,953,934 5,087,793

無形固定資産   

借地権 831,714 244,481

その他 41,138 37,421

無形固定資産合計 872,852 281,903

投資その他の資産   

投資有価証券 1,189,665 1,203,782

長期貸付金 540,297 1,018,293

繰延税金資産 13,025 12,169

敷金及び保証金 2,101,151 1,856,128

その他 624,380 509,247

貸倒引当金 △80,229 △2,292

投資その他の資産合計 4,388,291 4,597,328

固定資産合計 21,215,078 9,967,024

資産合計 27,387,115 25,200,012
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,790 2,000

短期借入金 1,859,792 2,231,790

1年内返済予定の長期借入金 972,957 575,966

未払法人税等 15,023 146,238

賞与引当金 32,850 42,469

役員賞与引当金 36,000 -

リース債務 34,323 4,328

営業損失引当金 37,973 25,315

その他 958,309 662,215

流動負債合計 3,960,020 3,690,325

固定負債   

長期借入金 10,775,369 10,131,592

リース債務 294,411 -

繰延税金負債 373,921 1,829

資産除去債務 519,989 284,361

長期預り敷金保証金 3,490,262 2,938,411

長期預り金 2,961,326 3,583,955

その他 178,259 136,103

固定負債合計 18,593,538 17,076,254

負債合計 22,553,559 20,766,579

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,199,298 1,199,298

資本剰余金 1,162,238 1,162,238

利益剰余金 2,610,117 2,345,301

自己株式 △226 △226

株主資本合計 4,971,427 4,706,612

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 - △1,595

為替換算調整勘定 5,241 △129,359

その他の包括利益累計額合計 5,241 △130,955

非支配株主持分 △143,112 △142,223

純資産合計 4,833,556 4,433,432

負債純資産合計 27,387,115 25,200,012
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 1,660,803 1,676,975

売上原価 1,276,847 1,248,255

売上総利益 383,955 428,720

販売費及び一般管理費 275,439 369,676

営業利益 108,516 59,043

営業外収益   

受取利息 2,478 14,978

受取配当金 20 16

賞与引当金戻入額 1,836 -

匿名組合投資利益 8,643 59,538

その他 11,147 5,310

営業外収益合計 24,126 79,843

営業外費用   

支払利息 142,818 142,011

貸倒引当金繰入額 - 299

資金調達費用 120,500 13,338

持分法による投資損失 1,432 15,720

その他 3,620 18,471

営業外費用合計 268,372 189,840

経常損失（△） △135,730 △50,953

特別利益   

固定資産売却益 170,536 264

関係会社株式売却益 - 106,516

受取和解金 2,792 -

特別利益合計 173,328 106,780

特別損失   

固定資産除却損 1,020 22

その他 42,755 -

特別損失合計 43,775 22

匿名組合損益分配前税引前当期純利益又は純損失

（△）
△6,177 55,804

匿名組合損益分配額 14,873 154,461

税金等調整前四半期純損失（△） △21,050 △98,657

法人税等 2,423 137,569

四半期純損失（△） △23,474 △236,226

非支配株主に帰属する四半期純利益 32,775 789

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △56,250 △237,015
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純損失（△） △23,474 △236,226

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 45,960 △106,495

持分法適用会社に対する持分相当額 △96 △29,701

その他の包括利益合計 45,863 △136,197

四半期包括利益 22,389 △372,423

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △10,386 △373,212

非支配株主に係る四半期包括利益 32,775 789
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間より、ロジコムリアルエステート株式会社を売却したため連結の範囲から除外して

おります。

 

 

（会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　当第１四半期連結会計期間を含む、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

 

（追加情報）

（保有目的の変更）

　保有目的の変更により、当第1四半期連結会計期間において、保有不動産の一部を販売用不動産に振替えており

ます。

　その内容は以下のとおりであります。

建物及び構築物 4,059,683千円

機械及び装置 25,990千円

土地 6,216,257千円

借地権 346,701千円

その他 21,600千円

計 10,670,232千円

 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る減価償却費を含む。)は次のとおりであり

ます。
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

減価償却費 165,671千円 202,021千円

 

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決　議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 23,678 10.00  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金

 

(2）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決　議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 27,799 10.00  平成28年３月31日  平成28年６月29日 利益剰余金

 

(2）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、不動産賃貸関連事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略

しております。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項　　目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △23円76銭 △85円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△）

（千円）
△56,250 △237,015

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)（千

円）
△56,250 △237,015

普通株式の期中平均株式数（株） 2,367,890 2,779,991

　(注)　　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また当第１四半期連結

累計期間が１株当たり四半期純損失のため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

１．重要な設備投資

当社は平成28年７月29日に、下記の通り固定資産(不動産信託受益権)を取得しております。

(1)取得の目的

当社グループにおける収益向上に貢献する物件として取得するものであります。

(2)取得資産の内容

①引渡日 平成28年７月29日

②内容  

取得資産の種類 不動産信託受益権

名称及び所在地 北海道所在の土地及び建物

③取得価額 取得価額は、当社の直近事業年度における連結貸借対照表の純資産の

30％を超えます。

(3)その他

上記資産の取得は合同会社ＬＣＲＦ１３（以下「本SPC」）によるものであり、資産の取得資金について、そ

の大半を当社の連結子会社である株式会社ＬＣレンディングからの借入で調達しております。これにより、本

SPCが当社の連結子会社になることになります。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

令和２年４月22日

 

グローム・ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

赤坂有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 黒　　崎　　知　　岳　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 荒　　川　　和　　也　　㊞

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
るグローム・ホールディングス株式会社（旧社名　株式会社ロジコム）の平成28年4月1日から平成29年
3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（平成28年4月1日から平成28年6月30日まで）及
び第1四半期連結累計期間（平成28年4月1日から平成28年6月30日まで）に係る訂正後の四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記
について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、グローム・ホールディングス株式
会社（旧社名　株式会社ロジコム）及び連結子会社の平成28年6月30日現在の財政状態及び同日をもっ
て終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
 

その他の事項
　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正
している。なお、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成28年８月12日に四半期レ
ビュー報告書を提出した。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以 上
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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